
チーム関係者 各位

⾃転⾞⽉間 第1回 JBCF ふじあざみラインヒルクライム(5/26)
/⾃転⾞⽉間 第6回 JBCF 大井埠頭ロードレース(5/28)

ステージレース開催について

⽇本最⼤の国内ＵＣＩステージレース、ツアーオブジャパンの主催者である⾃転⾞⽉間推進協
議会の一員でもあるＪＢＣＦは、6年前から⼤会運営の一翼を担うとともにその拡⼤発展に寄与
してまいりました。

何よりもツアーオブジャパンに出場する国内チームは全てＪプロツアー参戦チームであり、そ
の活躍はＪＢＣＦの主催するＪプロツアーが国内最高峰のロードレースであることの証ではない
かと考えます。

一方で将来Ｊプロツアーを目指すＪエリートがこの⼤きな⼤会に選手として参加ができないに
対し、ツアーオブジャパンと同じコースを使ったレースに出場できることは、ＪＢＣＦ登録者と
しての⼤きなステータスになると考えます。しかし、ツアーオブジャパンの前座レースとして本
レースに支障を及ぼさない安全な⼤会運営が至上命題となります。

従来のようにクラスタ別に⾏うロードレースは、レベルが均一化できる反⾯、競技時間が短く、
なり、最終スプリントまで多くの選手が⾜をためておくことができ、それが落⾞事故の原因の一
つとも思われます。

昨年３ｄａｙʼｓＲｏａｄ熊野でＪエリートのステージレースを開催し、クラスタ区分無しの
チーム編成での⾛⼒レベルのバラつきを⼼配しましたが、各チームとも選手の選抜には配慮し
チームとして完⾛できる態勢で臨んでこられました。

今回のツアーオブジャパン併催ステージレースでも同様の結果が得られることを期待できると
思います。

またフェミニンについては、その登録者数から現状チーム戦は実質不可能であることから今⼤
会では個人での参戦として参加機会をできるだけ公平に設けることといたしました。
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チーム関係者の皆様、⽇頃より、弊連盟の活動にご尽⼒くださりありがとうございます。
さて 2017年5⽉26 28 ⽇開催予定の標題⼤会に関しまして 以下の通りステージレース方

エリートツアーの募集内容について

さて、2017年5⽉26 ,28 ⽇開催予定の標題⼤会に関しまして、以下の通りステージレース方
式で実施する予定です。詳細につきましては発表される⼤会実施要項（4⽉初旬掲載予定）を
ご確認ください。

1, 【レース形式】

記

2⽇のステージレース

2, 【⽇程と開催場所】

3, 【募集クラスタ】

5⽉26⽇(⾦) 静岡県駿東郡⼩⼭町／ふじあざみライン／全⻑11.4km 
5⽉28⽇(⽇) 東京都品川区／⼤井ふ頭特設コース／1周7km 
※ツアーオブジャパン富士⼭ステージ、東京ステージのスタート前に同一コー
スで実施する。両⼤会ともツアーオブジャパンのレース終了まで解散はできな
い。

E1,E2,E3（混成可）

4, 【メンバー編成】

5, 【チーム編成】

6, 【募集条件】

E1,E2,E3の中で1チーム3人〜6人で編成を認める

同一チームでは1~3チームまで編成を認める
※通常どおりエントリーを済ませたうえで、2チーム以上申込む場合は、締切
⽇までにメンバー構成をメールにて連絡すること

2⽇出⾛できる選手

7, 【リザルトについて】

8, 【表彰】

9, 【JBCFポイント】

2⽇の総合時間をもとに最終⽇に順位決定をする

(1)2⽇の個人総合時間順位1位〜6位
(2)2⽇のチーム総合時間順位1位

別途発表する※チームポイントは総合順位を基に、チーム内上位３名の合計ポ
イントを加算する（同一チームから複数チーム出⾛の場合は全チームを対象と

10, 【参加料】

11, 【その他】

イントを加算する（同 チ ムから複数チ ム出⾛の場合は全チ ムを対象と
する）

1人/12,960円（税込）
ジュニア、ユース＝1人/6,480円（税込）

(1)安全確保のため応募の状況によっては、チームの出⾛を締め切り後に調整
する場合がある。
(2)フェミニンツアーはふじあざみラインヒルクライムのみ参加できる(2)フェミニンツア はふじあざみラインヒルクライムのみ参加できる。
(3)チームカーの運用はしない

以上

本件に関する問い合わせ先（JBCF事務局事業部 race@jbcf.or.jp）
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